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との調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 36 年 3 月

北海道開発庁
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L万分の占地質図書乙忠部(網走ー第 3 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師酒匂純俊

同 鈴木守

北海道嘱託魚住 悟

同 金山詰祐

まえがき

この図幅および説明書は，昭和 33 年から昭和 34 年にわたる約 100 日間で行なった，野

外調査の結果をとりまとめたものであるっ調査に当つては，酒匂が上徳、志別を中心とする

地域を分担したほか全般的なとりまとめを行ブよい，鈴木がオホーツク海沿岸地域を，魚住

が志美宇丹を中心とした地域を，金山がブーレザプ}I I上流および音標川上流地域をそれぞ

れ分担した。また，応用地質については，北海道学芸大学岩見沢分校秋葉力講師の協力を

うけた。なお，オフシタノレマナイ川上流地域を北海道立地下資源調査所長谷川潔技師に，

志美宇丹地域の一部を北海道大学理学部藤江力助手および白井健祐氏J乙オホーツク海岸

地域の一部を同渡辺)1慎・太田昌秀両氏に援助していただいたつなお，たまたま卒業論文の

作製のための調査中であった北海道大学三和順城氏からは，多くの資料の提供をうけた。

乙の地域は，明治 45 年に岡村要蔵によって踏査され，北海道中軸帯の基盤岩類が 1 つの

単元を構成してあらわれていることが明らかにされているっ近年になっては，乙忠部から

志、美宇丹地域が，北海道大学の修業論文や卒業論文の作成のために調査されている。それ

らによって，日高帯の最北端にあたる基盤類の構造や，新第三紀の火成活動と堆積の関係

などのほか，北海道の構造についての大きな問題がいくつか提起されている。

報告に先だち，調査の援助をしていただいた，秋葉力，藤江力，白井健祐}長谷川潔，

太田昌秀，渡辺II憤，三和順城の各氏に厚くお干し申上げるつ

I 位置シよび交通
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この図幅は，北緯 44°40'~44°50'，東径 142
030'~142

0

45' の地域をしめしている。行政

的には，オホーツク沿岸地域が枝幸町に，西部の大部分の地域が歌登村に，それぞれふく

まれる。

音

威

子

府

。

』
30km

第 1図位置図

図幅地域内の村落は，図幅の中央地域の志、美宇丹市街と，オホーヅグ海岸の乙宏、部市街

だけである。志莞宇丹市街には，歌登村市街から 2 往復ていどのパスが運行している。海

岸に沿っては国道が閉さくされており，枝幸と雄式を結ぶパスが通っている。国道以外の

道路の状態はひじように悪く，自動車の通行もおもうようにできない。

II 地形

この図幅地域は，オホーツク海岸の段丘地域，志美宇丹を中心とした盆状地域，および

それらを分離し，あるいはとりまく山地帯，といった 3 つの地形区にわけられる。
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海岸段丘地域は，海岸線から約 4km 奥地までの範囲にはし 3 る地域で，主として標高 160

m 内外の段丘と標高 80m 以下の段丘とから構成されている。下位の段丘は，解析度もよ

わく，なだらかな平坦面となっており，農地に利用されている。上位の段丘地帯は，かな

り解析がすすんでおり，平坦商は少ない。乙れら段丘面を構成する地層は，第四紀洪積層

である。

中央盆状地域は，志美宇丹，才ブシタ jレマナイ，および上徳、志別の広い河岸段丘地帯と，

標高 160m 内外の段丘地帯とから構成されているつ上位の段丘地形の形成は，海岸段正地

写真 1 志美宇丹盈状地(手前は第 1 段正面)

写真 2 上徳志別盆状地(手前は河岸段丘面，遠景は第 1 段丘面)
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域の上位段丘地形を形成した時期と同時期のものである。この盆状地域の基盤は，主とし

て新第三紀に属する堆積層から構成されている。

山地帯は，フーレザプ川上流および音標川上流地域の基盤岩類の発達する地域と，新第

三紀に属する火山岩類の分布する地域とにわけられる。火山岩類の分布する地域は，ひじ

ようになだらかな丘陵性の山地で，楯状火山をおもわせる形態をとっている。とくに，標

高 300m 内外のところに，かなり平坦な商がみられることが多い。これが，段丘面である

かどうかは，確かめることができなかったが，その可能性は充分にある。

図幅地域のおもな河川Iは，徳志別川とその支流であるオフシタノレマナイ川，ブーレップ

川および音標川である。このほかいくつかの小河川がある。いずれも，南西方からオホー

ヅク海にむかつて流れているが，図幅の北西隅を北西にむかつて流れるぺシケナイ川だけ

は西隣接図幅の音威子府図幅地内で幌内川に合流している。このペンケナイJ/[と徳志別川

との間には，河川の争奪の形跡がみとめられ，逆川などとよばれている支流がある。これ

は，志美宇丹一上徳志別盆状地の形成と密接な関係がある。

III 地質概説

この地域を構成している地質系統は，模式柱状図にしめしたとおりである。

ζ の地域を構成している岩層は，図幅の南東部をしめている基盤岩類，このほかの地域

を構成している新第三紀岩類，およびこれらを基盤として，その上位に発達している第四

紀の段丘堆積物類との 3 つに大別することができる。

基盤岩類は， 日高層群とよばれてきた先白室紀の堆積岩を原岩とするホノレシヘノレス，変

成前にその中に近入し，ホノレシへ/レスと同時に変成をうけた変輝緑岩， このホノレユ/へノレス

イじと関係をもっとみられるトーナノレ質岩などの変成岩，はんれい岩，花園岩，およびアプ

ライトといった近入岩類から構成されている ο この分布位置は，北海道の日高帯の中軸部

で，点々と連続する変成帯の最北端にあたる。とくに，近入岩類の多様性に富むことから，

奥土別地域とならんで，北部日高帯における，火成活動の 1 つの中心地ともなっている。

新第三紀岩類は，上部中新世から鮮新世にかけた堆積岩と火山噴出物である。中新世に

堆積したものとみられるタチカラワ νナイ層は，基盤岩類を直接不整合におおって発達し

ており，それぞれの地域によって，火山砕屑岩の多いところや，純粋の堆積層から構成さ

れるところなどがあり，それらの問には同時異相の関係がみられる。このような状態から

みて，火成活動と堆積が錯綜して形成されたものとみられる。しかも，この時期の火成1;5
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時 代 地 層 名 模式柱状図 Zル1王4 質 その他

現世 沖積層
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rp
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世
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花筒岩

主 はんれい岩
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紀

第 2 図 乙忠部図幅模式柱状図

動は，北部と南部にそれぞれ活動の中心をもっている c

鮮新世の志美宇丹やペユノケ層は，中新世の火成活動のいくつかの中心地域にはさまれた

ととろの堆積盆に形成されており，この火成活動と堆積作用との相互関係は，図幅地域に

おける大きな新第三紀の問題となっている。
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第四紀層もまた，火山地域以外のところに広く分布している σ 今のところ，高位の第 1

段丘と低位の第 2段丘にわけられる。このほか，河岸段丘も，志、美宇丹ー上徳志別盆状地

に広く発達しているといった具合に，この図幅地域の各岩類は一連の構造発達史のなかに

まとめられるつ

IV 基盤岩類

この地域の基盤岩類は，ほぼ，乙忠部川と徳志、別川上流を結んだ線の南東部地域に広く

発達している。このほか，北東海岸Cペラクシェナイ川附近lζ，新第三紀層におおわれて

いながらも各所にその露出がみられる。

この岩類は，ホノレシへ/レス，そのほかの変成岩類，はんれい岩などの道入岩類に，大別

される。

IV.! 変成岩類

この地域の変成岩類は，日高累層群の堆積岩類が変成したとみられるホノレンヘルスと，

そのなかに道入した塩基性岩類が変成されたもの，および，ホノレシへノレスを交代して発達

しているとみられるトーナノレ質岩の 3 つの種類がある。

IV.l.l ホルンヘルス

ホノレシヘノレスは，図幅地域の東南部一帯にかけて広く分布しており，南に隣接するニク

プ図幅地域内にまでもひろがっている。このホルンヘノレスの変成度は，さまざまであり原

岩の砂岩や粘板岩の組織を充分に残しているものから，完全に再結晶しているものまで，

いろいろの岩相がみとめられる。全般的傾向として，片理の発達がいちじるしく，片状ホ

ノレンヘノレスとよぶことのできる様な岩相が，大部分をしめている。その片理の方向は，こ

の中に近入している変輝緑岩の分布とほぼ一致する， NNE-SSW の方向性をとっている。

また，部分的にはっきりした，ラミナがみとめられるが，それと片理とはほぼ一致した方

向性をとっている。さらに，変成作用のうけ方の強弱も， この方向に影響されているよう

に考えられる。また，この中には， N30ー E 方向のせん断帯が発達しており，そこにはやや

多量の黄鉄鉱が鉱染した鉱化帯がともなわれている。乙のせん断帯は，大まかには，ホノレジ

へノレスの片理と一致しているが，局部的には片理を切ってくるような状態をしめしている。

ホノレンヘルスは，変成度の強弱および鉱物組合せの上から，つぎのように分類される。

a) 変砂岩および変粘板岩
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b) 含董青石・白雲母一黒雲母ホルンヘノレス

c) 含ざくろ石・董青石・白雲母一黒雲母ホノレンへノレス

このような違いを示す岩相を全地域にわたって追跡することは，露出が少ないことから

みて，ひじように困難である。これらの中で， もっとも広範囲に分布しているのは， b タ

イプの岩相である。

b タイプの岩相をしめすものは， I暗桃褐色ないしは暗褐色をていする典型的なホノレンヘ

ノレス色をしめしているつこれに反して，変砂岩や変粘板岩は，堆積のラミナなどがよく残

されており，肉眼的にはほとんど黒雲母の生成をみとめることができない。董青石の入っ

ている岩相では，片理面上に凹凸をつくってま重点状に発達しているものや，縞模様をつく

っているものなどがみとめられる。

これらを顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりである。

a タイプの岩石は， 原岩の砂粒がよく残されているが，微細な黒雲母がかなりできて

おり，不規則な形をした細粒の石英や斜長石などが再結晶しているのがみとめられる。

また，あるものでは，この間に黒色のミロナイト縞が発達している。 b タイプの岩相の

ものでは，一般に，完全に再結晶作用が行なわれており，斜長石や石英はモザイク状に

組合い，黒雲母も大きくなり，いちじるしく方向性をしめすようになる。さらに再結晶

化のすすんだものでは，斜長石や石英の一部のものは，斑状変品 (O.2mm 前後〉とし

て成長しており，黒雲母は多数の結晶)トが寄り集ってクロットを形成するようになる。

白雲母は一般に黒雲母にともなっており，これを置換している。そして，中には斜長石

を包有し，大型のポイキロプラスト (O.2~O.5 mm) を作っているものがみられる。董

青石は，斑状変品として多数みられるが，大部分がピニ石化がいちじるしく，明瞭な結

晶輪郭をしめさないものが多 L 、。 c タイプのものは，とくに再結晶がすすんでおり，結

品聞に，多数の細粒ざくろ石粒が散点している 3 黒雲母は，これらの各岩相をつうじて

同一性質のもので， X= 濃褐色， z= 淡黄色の多色性をしめしている。

黄鉄鉱鉱染部では，脈状あるいはクロット状の黄鉄鉱にともなって，粗粒のモザイク

石英が脈状に発達しているっそれと同時に，この脈のふちには，まわりのホルンヘルス

のものよりかなり大きな黒雲母や斜長石が暁長している。

IV.I.2 変輝緑岩

変輝総岩は，ホノレンへノレス地域のほぼ中央部地域や，乙忠部川の中下流地域からブーレ

ザプの川の中流地域にかけて，岩床あるいは岩脈状の近入体として多数みられる。この岩

石は，ホノレンヘノレス化作用以前に近入した輝緑岩が，後にホノレシヘノレス化作用をうけて変成

したものである。岩質から， 2 つの型が識別される ο 一つは，細粒の正規輝緑岩といえるも

のであり，もう一つは，粗粒のはんれい岩質輝緑岩とよばれるような岩質のものである。
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真写 4 変輝緑岩(細粒相) +ニコル

a) 正規輝緑岩相

乙のもっとも標式的な露出は，ぺセトコマナイ沢の沢口から海岸にそって市に 500m て

いどの問にみられ，ここでは，枕状熔岩様の構造が観察される。この岩石は，暗緑色の徹

密な岩質のものである。この岩石のうち特にいちじるしく変成された部分は，完全に角閃

岩化しており，原岩の構造は残されていない c

写真 3 枕状熔岩の産状をみせる変輝緑岩

この岩石を顕微鏡下で観察すればつぎのとおりである。

主成分鉱物は，斜長石と淡緑色を呈する角閃石で，面 IJ 成分鉱物として多少の黒雲母や

縁泥石，さらに白チタン石をふくんでいる。斜長石斑品による斑状構造をしめし，石基

はオフィテック組織をよく保

存しているの斜長石斑品は，

板状のものでは，最大1. 4mm

x1.8mm，長柱状のもので

は，最大 O.3mmx2.0mm に

達しているのこれに対して，

石基中の斜長石は，長柱状で

はあるが細粒で， O.05mmx

O.5mm のものが多い。角閃

石は，羽毛状あるいは針状の

東合結晶をつくっており，斜

長石を置換して多量に生成し

ている。角閃石の一部のもの
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に，黒雲母で置換されている

ものがみとめられる。また破

砕をうけた部分には，黄鉄鉱

をともなって，石英脈が発達

している。

この岩栢の角閃岩化したも

のは，斑状斜長石を残しては

いるが，石基はほとんどが，

細粒の柱状あるいは羽毛状角

閃石で置換されている。そし

て，さらに細粒の斜長石や石

英が再結品しており，モザイ

ク構造をしめす岩相にかわっ 写真 5 変輝緑岩(粗粒相) //ニコル

ている。

このような角閃岩化した部分には，脈状にスカノレン様の岩石が発達しているのが観察

されるつこの岩石は，透輝石，緑、れん石，斜長石，石英，およびチタン石などから構成

されており，グラノプラステック組織をしめしている。

b) Iまんれい岩質岩相

このタイプの変輝緑岩も，海岸にそった各所で観祭することができる。 a) の岩相にくら

べて，かなり粗粒で，全般に破砕されている。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

主成分鉱物は， a) 岩相と同じであるが，粒度のほかに，構造の点でもいちヒるしい違

いがみとめられる。 自形の板状あるいは柱状の形をとりl. Ommx 1. 6mm ていどの大

きさの斜長石と，板状あるいは葉状の淡褐色ないしは淡緑色を呈する角閃石が不規則に

組合い，さらにこれらを，針状あるいは羽毛状の淡緑色の角閃石が置換している。粗粒

の角閃石は，内部に柱状斜長石の小結品を包有しており，筒状組織をしめしている。そ

の状態からみて，おそらく原岩の筒状組織を残してタ輝石が角閃石に置き換えられたも

のと考えられる σ これに対して，細粒の角閃石は，正規輝緑岩相に見られたと同じよう

に，もとの構造をこわす様な状態をしめし，不規則に発達している。黒雲母は，細片状

で，やはり角閃石を置換して生成している。斜長石は，ほぼ An60 の成分をしめし， A

-c の結合双品をしめすものが多い。

IV.I.3 トーナル質岩

乙の岩石は，乙忠部川の中流とペラワ vナイ川の上流に分布している。しかし，蕗出の

状態が悪いので，ホノレンヘノレスとの関係はあきらかではない。肉眼的にはやや細粒である

が，岩質は，典型的なト一ナノレ岩に近いものである。
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顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

主成分鉱物は斜長石，石英，黒雲母で，このほか白雲母をかなりふくんでいる。副成

分としては，緑泥石，燐灰石，褐れん石および黄鉄鉱などがみとめられる。

やや粗粒の，自形の板状あるいは短柱状の斜長石斑晶と，この聞を，互いに縫合状接

合をしながら埋めている，粒状の斜長石，石英，黒雲母などによる，斑状構造をしめし

ている。斜長石斑晶は， 0.2mmxO.4mm-0.3mmxO.6mm の大きさのもので，一般

に累帯構造を Lめしており，内部のよごれているものが多い O 聞を埋める斜長石は， 0.2

mm 前後の大きさのもので，不規則な形をしめしている。黒雲母は，斜長石の結晶間に

発達しており，石英によって融蝕され，あるいは包有されている。そして，クロット状

に集合しているものが多くみられる。白雲母は，黒雲母や斜長石を置換して成長してい

る。石英は，まえにのベた各

結晶をいちじるしく融蝕して

おり，不規則な形をしめすも

のが多い。しか L，部分的に

はやや粗粒の結晶がモザイク

状に組合わさっているものが

みとめられる。雲母類は，さ

らに緑泥石に変化 Lているも

のが多い。

この岩石の顕微鏡下の観察

結果からみると，斜長石斑品

にだけ，火成岩的要素がみら

れ，この聞の組織は変成岩の 写真 6 トーナノレ質岩 十ニコノレ

構造をしめしているのが特ちょうである。

IV.2 法入岩類

乙の地域のホノレシヘノレスの中には，まえにのべた変輝緑岩のほかに，はんれい岩や花嗣

岩などの深成近入岩類が発達している。これらの近入岩類は，変輝緑岩やトーナノレ質岩な

どと密接な関連をもったもので，両者を合わせて， 1 つの深成活動の産物とみることので

きるものである。

近入岩類はつぎのように分類される。

1 はんれい岩

a) 変はんれい岩体

b) 輝石はんれい岩体
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c) 複合はんれい岩体

かんらん石はんれい岩

ノーライト

角閃石はんれし 3岩

閃紙質はんれい岩

2 花岡岩

3 アプライト

IV.2.1 Iまんれい岩

乙の地域のはんれい岩は，乙忠部川のと流 rc 小さな岩体で諒出している。変はんれい岩，

タチカラワシナイの東南方に塊状の岩体をかたちづくっている輝石はんれい岩，およびブ

ーレヅプ川上流に発達する岩体を構成するものの 3 つである。なおブーレップ川上流のも

のは，かんらん石はんれい岩，ノーライト，角閃石はんれい岩，閃緑岩質はんれい岩など

のいろいろの岩質のものからなる複合岩体である。

a) 変lまんれい岩体

このはんれい岩は，ちょっとみたところ，優白質の岩石とされるような外観をしめして

いる c しかし，これは，lE規はんれい岩がいちじるしく花開岩化作用をうけた結果と考え

られる。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

主成分鉱物; 斜長石，黒雲母，カリ長石

随伴鉱物; 緑泥石

ひじように汚れた，粗粒の短柱状~長柱状の白形斜長石と，これを置換しながら発達

している黒雲母，さらに，これらの聞を互いに縫合状組織をしめしながら埋めている石

英，そして，これらの各鉱物を置換し，あるいは包有しながら成長しているカリ長石な

どからできており，粗粒の変成岩構造をしめしている。全体に，破砕作用をうけており，

そしてこの時期に細粒の斜長石と石英の再結晶作用が顕著に行なわれたとみられる。

また，カリ長石は斜長石との聞にミノレメカイトをつくっている。

鉱物組合ぜからは，花尚岩と同じであるが，残存している斜長石 (0. 4x1.6mmAn32)

がはんれい岩に見られるものと同じ様な形をとっており，また，花崩岩の場合は斜長石

と黒雲母がほぼ同時品出であるのに対し，この場合には，さきに存在していた斜長石を

置換する状態で生成している点で，かなりの違いがみとめられる。

b) 輝石はんれい岩体

このはんれい岩は，タチカラワ己/ナイの東南方に，南北約 4km ，東西約 3km の塊状の

岩体を構成しているものである。この岩体は，塊状ではあるが，ホノレシへ jレスの構造とほ
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ぼ整合的にのびた形をとっている σ ちょっとみると，閃緑岩様白岩本目をしめしているが，

細粒から粗粒なものまであり，全般的に基性なもので，ときに超塩基性岩様のものもみと

められる。淡緑色ないし暗緑色を呈する堅硬なものが多く，この岩石を顕微鏡下で観察す

るとつぎのとおりである。

ほとんどの岩石は，斜長石と輝石を主体とし，ごく少量の角閃石，黒雲母，緑泥石，

チタン石などをともなっている。

斜長石は，いろいろいろの大きさのもので，粒状，長柱状の半白形，あるいは大型斑

晶状の他形をとるものなど，いろいろの形をしめしている。一般に，アルバイト双品が

目立ち，斑晶状のものには，不明瞭な累帯構造がみとめられる。

輝石は，大部分が異剥石質のもので，大型のものは，たいてい，いちじるしいオフィ

ティックな形をしている。角閃石に置き換えられるものが多く，一部は縁泥石に変って

いる。角閃石は，無色に近い針状ないし長柱状の透角閃石質のものである。黒雲母はご

くまれにしかみとめられない。

以上の岩質からみると， ζ の岩体のはんれい岩のほとんどは，日高帯における初期のは

んれい岩にふくめられる。異剥石を特ちょう的にふくんでいる乙とは，かなり初期のもの

にみられることである。

c) 複合!まんれい岩体

乙の岩体は，フーレザプ川上流からこの図幅の南に隣接する仁宇布図幅地域にかけて，

分布しているものである。「仁宇布」図幅地域の音標川上流では，南北にのびた形をとって

いるが，この図幅地域にちかくなると，北西方向にのびをかえて， N60ー W 方向の断層で

切られている σ その北端部がこの地域にふくまれている。

このはんれい岩体は，かんらん石はんれい岩といった基性のはんれい岩からトーナノレ質

岩にちかい，かなり酸性のものまでの，いろいろの岩質のものから構成されている複合岩

体である。大体，塩基性岩を初期相とし，その構成鉱物がより酸性の鉱物に 2次的に置き

換えられて， しだいに酸性の岩石にかわってゆく過程の，いろいろな岩質のものがみられ

る。日高帯においては，このようなはんれい岩は，比較的後期の活動とみられている。

かんらん石はんれい岩 このはんれい岩は，フーレップ川上流の二股附近から東方の三

角点に向う小沢に， 2 カ所の露出がみられる。そのほかは，転石として岩体の西方附近に

みられるだけで，複合体の構成岩類の中で，量的にもっとも少ないものである。

灰黒色の中粒ないし粗粒な岩石で，風化面では，撤欄石の焼けがみられ，これらの聞に

大形の斜長石斑状変品が点在している。露出が風化し，砂状になった中に，塊状の新鮮な

ものがみとめられるのが普通で，ほかのはんれい岩との関係は不明である。不明瞭な流理
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構造がみとめられることがある。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

構成鉱物は，斜長石，撤構石および輝石類を主成分とし，副成分としては輝石類を交

代して生成した淡褐色ないし，淡緑色を呈する角閃石および黒雲母がある。このほか，

きわめて少量の磁硫鉄鉱，燐灰石，炭酸塩鉱物などがある。

組織構造は斜長石，輝石類および撤関石がオィブテイヅクに組合い，粗粒なはんれい

岩構造をしめている。このなかに，大型の斜長石斑状変品が形成されており，不均質な

斑状様の組織となっているものがあり，そこで、は，原岩の組織は撒構石および輝石の構

造のみ残されていて，それらの聞を大型の斜長石斑状変品が埋めている。このような組

織の変化に伴なって，各鉱物も交代され，とくに原岩の組織をあらわす柱状斜長石は，

輝石およびかんらん石に内包されるものを除いては，被砕がいちじるしい。そしてそれ

らの割目および結品聞から再結晶し粒状の斜長石となっている。柱状斜長石は新鮮で，

An75 土，粒状斜長石は An 70,.....,,75 , ))1状斜長石は An45~75 の成分のもので，斑状斜長

石は，累帯構造がし、ちじるしい。

かんらん石は，他形をとり柱状斜長石の聞を埋めるような構造をあらわしている。結

品の害Ij目や周辺部からいちじるしく蛇紋石化され，ときには完全に蛇紋石に変っている

のもある。この傾向は斑状斜長石に内包されるものに多くみとめられるむまた結品が個

々に割れてゆく，いわゆるポリゴニ七、イションもみられる。 2V=( 十 )85°ベー )85° で，

Fe 成分に富むものが多いコ輝石類は，紫蘇輝石および透輝石からなり，割目や周辺部か

ら，淡褐色のカミング角閃石に交代されている。紫蘇輝石は 2V=(ー )80° 土，透輝石=(+)
/¥

55° 士， ZC40° 土の光学性をしめす。

ノーライト この岩石は複合岩体の西側に多くみられ，ブーレザプ}I[の西方に向う支流

に露出している。灰黒色，吉田粒ないし中粒の岩石で，有色鉱物の濃淡によって区別するこ

とができる ο いわゆる流理構造がわずかにみとめられる。この走向は，岩体の延びと，ほ

とんど並行している。一般に，粒度の不均一な岩石で，細粒部は，あとからのベる角閃石

はんれい岩と野外で区別することがむずかしい。ノーライトの中に斜長石瑳状変品ができ

ると，岩質は閃緑質はんれい岩に移行する。

との岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

構成鉱物は，斜長石，紫蘇輝石，透輝石を主成分とし，副成分として淡結褐色の角閃

石，黒雲母，石英，磁硫鉄鉱，そのほか炭酸塩鉱物などがある。この構成鉱物は，細粒

部および粗粒部で違う。細粒部で‘は，ほとんど主構成鉱物からなるが，粗粒部では，こ

のほかにかなり多量の淡緑色を呈する角閃石，黒雲母，石英がみられる。 淡緑褐色の角

閃石は，輝石類を交代して形成されたものである。

細粒部は，他形の粒状組織をあらわし，中粒部はいわゆるはんれい岩組織で，粗粒オ

フィティック構造をとっている。さらに，この構造は大型斜長石の斑状変品の形成にと
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もなって，斑状組織あるいは他形粒状組織にかわっている c

斜長石は，細粒部では他形粒状の形をとり，カノレスパッド双品およびアノレパイト双品

が組合った複合双晶が多い，累帯構造はほとんどみられない。成分は An55土である。

中粒部では，柱状半白形または他形で，アルバイト双晶の緊片双品をなすものが多く，

累帯構造も発達している。 An 成分は，内部が An60土，周縁部が An55土である。斜長

石の斑状変品は，不明瞭に消光するものが多く，まえにのぺた斜長石や粒状輝石類も内

包している。この粒状輝石類は，淡緑色の角閃石や黒雲母を交代している。双品は，同

緑部でいちじるしく内部にむかつて消えるアルバイト双品が多い。

一般に，汚れがL、ちじるしく，累帯構造がみられる。 An 成分は，内部で An55士，周

縁部で An45士である。

輝石類は，細粒部で、は，他形粒状の形をとり，中粒部では，柱状斜長石聞を埋めて，

オフィティックな形態をしめしている。また，粒状の斜長石が集合して P 柱状斜長石の

間を埋めるものもみられる。このほか，斜長石の斑状変品と接する部分やその中に内包

されているものは，櫛状の淡禄色の角閃石あるいは黒雲母などに交代されている。紫蘇
/¥

輝石は 2V=(一 )60°土，透輝石2V=(十) 60° , ZC=45° 土である。

角関石ほんれい岩 この岩石は，比較的少ないもので，分布もこの地域では岩体の東部

寄りに，わずかに分布しているにすぎない。まえにのべたように，ノーライトとは肉眼的

に区別することが困難であるが，相互に漸移する関係がみとめられる。この岩石も，大型

の斜長石の斑状変品を生じ，閃緑質はんれい岩に岩質が改変される過程をしめしている。

一般に灰緑色を呈する細粒な岩石である。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

構成鉱物は，緑色角閃石，黒雲母，斜長石を主成分とし副成分として石英，緑泥石，

磁硫鉄鉱，炭酸塩鉱物をふくむ。このほか，わずかにレリヅクとして，輝石がみとめら

れる。構造は，いわゆるオフィティックで，徴はんれい岩組織をあらわしている。ノー

ライトと同じように，部分的に斜長石の斑状変品が形成されていて，斑状組織をあらわ

している。このほか，粒状の輝石が多く残されている部分では，完全にノーライトと同

じ様な他形粒状組織となっている。また閃緑岩質はんれい岩と漸移する附近では，黒雲

母と斜長石の斑状変品が並行配列している部分もみられる。この部分ではわずかに石英

が加わっている。

斜長石は，粒度が不均一で，他形粒状から半白形柱状のものまでみられ，カル/レスバ

ッドーアノレバイト複合双品が多く，例外なく累帯構造が発達している。緑色角閃石は，

一般に黒雲母に交代されることが多く，柱状斜長石とオフィティック構造をとり，陽起

石質角閃石と考えられる。

閃緑質 Iまんれい岩 閃緑質はんれい岩は，岩体の中で最も多量に発達している。

主として，岩体の東側に分布するが，いままでのべたはんれい岩の中に，細脈状あるい
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は網目状に発達しているものも多い。これらは，野外で，黒雲母の並行配列がみられるこ

とから，一見片麻岩状の外観を呈する。これは，より細粒なノーライト，角閃石はんれい

岩などに，斜長石の斑状変品が生成し，閃緑岩質のものに漸移している部分に多い。

一般に泣度，および岩質がきわめて不均質な岩石で，灰色ないし灰黒色を呈し，中粒か

ら粗粒で，部分的に方向性をもっている。この方向性は，宕体の延びと平行するものと，

斜交するものがみられる c 後者の土号合は，岩石は慢白質となり，県三戸J:，石児の註がいち

じるしく多ほとなり， トーナノレ質岩となっている。

この岩石を顕微鈍下で観察すれば，つぎのとおりである。

主成分鉱物は，斜長 ::fi ， 石英，緑色戸]閃石， ，FP;雲母である。話Ij成分鉱物としては，燐

灰石，緑泥石，少の炭酸塩鉱物および不透明鉱物がみられる。

和I粒部から中粒部は，柱状

の科長石と戸1閃石がオフィテ

ィッヶに抗合い，微はんれい

岩出jむをあらわしている。部

分的に，粒状の科長石と粒状

の角閃石が組合い， f也形粒状

組織をあらわすものがみられ

るつ トナーノレ岩質部では，他

形粒状担械をしめしている

石英は，これら鉱物問を開め，

波動1I
I

j 光や割目がL、ちじるし

し、

斜長石は.細 ~~i部ないし I ド 写真 7 閃緑質はんれい岩 十二コル

粒部では，柱状にちかし、半白形から他形の形をしめしている。緊Ji-双品をなすものが多

い今大型の科長石の斑状変品は不明瞭な消光ゃ，いわゆるチェス盤状構造をなすものも

みられる〔累帯構造は普通にみられ，粒状斜長石や炭酸塩鉱物に交代された角閃石など

を内包するものもみられる An 成分は，粒状斜長石: An40士，柱状斜;長石: An65 土，

斜長石斑状変品: An60土(内部)および An45士(周縁部)である。

緑色角閃石は，他形を皇し，赤褐色の黒雲母に交代されているものが多し、 c また櫛状

をしている緑泥石に交代されているものもある。このほか，淡緑褐色で，東Ji-双品をな

すものもみられる。黒雲母は，一般に淡緑褐色を呈しているが，不透明鉱物や粒状の角

閃石の集合体と接して，いちじるしく男開の曲った赤褐色のものもしばしば見られるつ

IV.2.2 花筒岩

花商岩は，大きくみると，乙忠部部落の北方海岸に広く分布しているものと，図幅の南

部ブーレヅプ川中流[こ分布するものの 2 つの岩体がある。乙忠部北方の花尚岩体は，さら
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l乙 p ペラワ νナイ川下流流域に広く分布しているものと，乙忠部部落のすぐ北方の海岸に

露出しているものの， 2 つの岩体にわけられる。 これらの花闘岩体は，新第 3紀のタチカ

ラクシナイ層でおおわれているために，基盤岩であるホルシヘルスとの関係はあまり明ら

かでない。これに対して，南部のブーレップ川流域に分布しているものは，大きな塊状の

岩体をつくっており，破砕部をともなわずに明瞭な接触をしめしている。しかし，音標川

流域のものは，岩脈状の産状をしめし，ホノレシへ/レスに破砕部がみられることがある。

岩質からみると，北部の岩体がひじように粗粒であるのにくらべて，南部のものは中位

である。

これらの岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

北部の岩体で:， ~t ， 1.4mm-2.0mm ていどの白形性の強い板状斜長石と，この間に発

達している自形性のいちじるしい黒雲母(長径 0.5 mm~1.0 mm) ，さらに， これらの

聞を埋める半白形ないし他形の石英から構成されている。そして，まえにのベた各結品

の聞を埋め，あるいはこれらを置換している多量のカリ長石がみとめられる。そして，

カリ長石はパース石構造をし

めしており，斜長石との間に

は， ミノレメカイトを形成して

いる。黒雲母は， X= 淡緑褐

色~淡黄色， y=z= 陪緑褐色

~波赤褐色の多色性をしめし

ている ο そして，破砕作用に

より，折れ曲っているものが

あり，まわりやへき聞にそっ

て緑泥石にかわついるのがみ

とめられる c 一部には，長柱

状の緑色を呈する雲母が集つ

写真 8 花尚岩(フーレップ岩体〉 十ニコル ているのがみられるのこのほ

かに，燐灰石，ジノレコンなどが少量散点している。

ブーレザプ}l l流域の岩体は，北部のものと比較してカリ長石が少なく，大型の斑状斜長

石(中心部 An35 ，周辺部 An 15) が目立っているつときに，約 2.0mm ほどのいちじる

しいポイキロプラスチックな形をした電気石がみられる。また，岩体の北端部には，細柱

で有色鉱物の少ないアプライト質のものもみられる。その他の点では，北部のものとほぼ

同じである。

IV.2.3 アプライト

この岩石は，フーレップ ]11 花岡岩体の西南-縁ちかくに，岩脈状で発達している。その南
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方には， ホノレンヘノレスと複合はんれん岩体とが接する N600W 方向の断層が走っている

が，この岩脈も，それとほぼ閉じ方向にのびている。一般に，灰白色を呈する帝国粒のもの

で，肉眼で黒雲母がみとめられる。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

半自形ないし他形の斜長石と，不定形の石英を主体とする。モザ、イクまたはグラフィ

ック状の構造をとっている。小量のカリ長石と黒雲母をともない，まれに燐灰石，炭酸

塩鉱物，不透明鉱物などをふくんでいる。

斜長石は，結晶の粒度や形がまちまちで，一般に他形をしめしている。ひどくよごれ

ているものも多いっカリ長石と石英は，しばしば文象構造をあらわしている ο 黒雲母は，

板状および柱状で，部分的に緑泥石にかわっている。

V 新第三紀層bよび同時期火山岩類

この図l隔地域に発達している新第三紀に属する岩層は，まえにのべた基盤岩類を不整合

におおって，図I恒地域の約 3 分の 2 を占める地域に広く分布している。新第三紀国は，下

位より，オブンタノレマナイ居，タチカラワ vナイ層，志支宇丹居，およびペンケ居に分け

ることができる。

オフシタルマナイ同は，図幅の南西隅の一部に分布するにすぎない。タチカラワシナイ

層は，志完宇丹市街地をとりまき，その東部および南西部に分布している。東部では，基

盤岩類を不整合におおって発達しており，南西部では，その一部が露出するが，その大部

分は，集塊岩や支山岩流 lこ移りかわっている。以上の 2 層は，上部中新世の堆積とみられ

る。

なお，この時期]の火山岩類には，地質図に徳志別集塊岩としてしめした，ひじように規

模の大きな集塊岩および、熔岩がある。これは，図幅の北部と南部にわかれて分布している。

一方，鮮新世のttf:積とみられる志主宇丹層とぺンケ層は，全地の中央部および北西部に

ひろく分布しており，歌登山情岩なと、の新期安山岩煩でおおわれているところも少なくな

い。

新第三紀岩類は，つぎのように分類される。

8

7

6

F

O

re-
,

..，EEEEE

』，、

EEEEBEE--E世新鮮

辺 毛 内 熔 岩

歌 登 山 熔 岩

ペ シ ケ 層

オ ブ ン 熔 岩
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l4. 志美宇丹居

中新世~鮮新世 3. 徳、志別集塊岩

(2. タチカラワ νナイ属

中新世;
ll. オブシタノレマナイ層

V.I オフンタルマ十イ層

この地層は，オブシタノレマナイ川上流に分布している亡この図幅地域では，局部的にみ

られるだけである。西に隣接する音威子府図幅地域では，先白豆紀居を不整合におおって

いるのがみとめられている。 図幅地域では，主として緑色凝灰岩から構成されているが，

ほかの地域では，プロピライトや緑色角陳凝!長岩が優勢である。

この地層は，オブユノタノレマナイ川上流部に広く分布し，本席鉱山などの釘・鉛・亜鉛鉱

床のほ岩となっている。そのため，緑泥石化，珪化，黄鉄鉱イじなどの鉱床形成の影響が，

きわめて広い布団にみとめられる。

緑色凝灰岩の中には，かなり砂質な部分があり，そこにはつぎのような化石のぽか，二

枚貝やさ貝の破片も多数ふくまれている。

cfr.Chlamyissp.

凡{acoma sp.

clinocardiumsp.

凡fy αsp.

V.2 タヂカラウシナイ層

この地層:土，タチカラウシナイ附近に，標式的に発達している c その岩相および国厚は，

ともに側方への変化がはげしく，地域別に論じなければならないが，大きくみれば，火山

噴出物，砕屑岩，および凝灰質砂疎岩を主体構成物とした地屑といえる c また，この地層

の中には， 5 枚~6 枚の亜炭の薄層が挟まれており，一部には植物化石を産するが，大部分

のところでは， ~毎皆貝化石を含有している。

この図 l隔地域内では，この地層の岩相とその側方変化の概要は，次の 3 地区においてみ

ることが出来る。

1) タチカラワキ/ナイ地区……堆積岩相の模式的に発達する地区

2) 徳志別地区…・・・火山噴出岩類と堆積岩相とが互層する地区

3) 三線沢地区……火山噴出岩類を主な構成物とする地区
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V.2.1 タチカラウシナイ地区

この地区では，この地層はタチカラワ vナイ川中流から上徳志別にかけて二地域に堆積

岩相がよく発達しており，その居厚は約 400m である。この地届の岩相は主として疎岩，

砂岩および凝灰岩の互居からなり，ときには合炭部を介在しているつまた全国がいちじる

しく凝灰質であることが特ちょうである。

この地の基底は，タナカラクシナイ川中流においてでは，粘ほ岩の亜角礁をふくむ己/ノレ

ト岩が，また，上徳志別附近では，基底疎岩)昌が，直接ホノレンへノレスのヒに不整合でのっ

ている。この疎岩国は怪 2cm~4cm の粘仮岩，砂岩， ホノレンヘルスの円礁を主体とし，

少量の珪岩をふくんでいる。またときには 60cm 内外の巨牒の散在していることもある。

基質は安山岩質凝灰岩および砂岩である。居厚は 1m~3m であるつ

合成部はおもに凝灰質砂岩および泥岩の互層からなり， 5m~30cm の!尚早をもっ亜炭

層を 7 枚~8枚はさんでいるほか，牒岩の薄同の介在もしられているつ砂岩は帯緑色の粗

~中松砂岩を主とし， 1cm~3cm の小礁を散点した粗緊軟弱なものである c 操岩居はそ

の法質が凝民質岩あるいは粘土で，乳黄色を呈しており，風化すると黄褐色になる特ちょ

うがあるつ泥炭は店民色または同占色を呈し，浮石を多国:にふくんでいる、ときには，海

棲貝住石を産出するコ

この地屈の上半部は，武氏色の凝りミ質砂岩および凝氏岩を主とし，凝り〈質角陳岩の扶み

が目立ってくるつこれらの地層はいず、れも浮石を多量にふくみ，風イじすると黄褐色または，

乳白色を呈するようになり，相しようで軟質となる性質をもっている。

写真 9 タチカラウシナイ層の基底部にみられる集塊岩
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写真 10 タチカラウシナイ層中の亜炭

この地層の中には，また 60cm-l00cm の厚さをもっ化石帯が 2 帯-3 帯扶在している。

もっとも良好な佑石を産出するのは，上徳志別のことぶき橋附近およびタチカラワ νナイ

川南支流の各沢で，つぎのような化石種が識別される。

GlycymerisvestitoidesNOMURA

AnadaraogawaiMAKIYAMA

SpisulavoyiGAB.

S.ez&densata(KUB.)

Mercenariachitanii(YOK.)

Pitarokadana(YoK.)

Diplodontaut 仰lO borensis Uoz.

Lucinomasp.

Dosiniakaneharaimirabi 五s Uoz.

ProtothacakitamiensisUoz.

lWacoma0ρti l:αYOK.

MH
HOBcumf

h

早
約
紅
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舵
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V.2.2 徳志別地区

この地域においては，この地層はまえにのべた地区とは，その岩相を一変し，火山噴出

物を多量にふくむ地層となっている。この全貌はタチカラウ Vナイ川本流，徳志別川本流

から逆JiI入口附近の地域に，模式的に観察することができる。

下半部はタチカラウ νナイ地区におけるこの地層とこく似しており，凝!夫質砂岩，疎岩

を主な構成物とし，おびただしい凝灰岩層を牧む岩相をしめしている c しかし含炭部の発

達はわるく，炭質物の秋if と， 2 枚~3枚の亜炭層の薄層がみられるにすぎない。また保存

はさほど良好ではないが，つぎのような植物化石を産出する。

Osumudad.japonicaTHUMB.

Salixd.jessoensisSEEMEN.

Populusd.SambonsugiiHuz.etSuz.

Alnusd.jaρρ nica S.etZ.

BetulamioluminiferaHu.etCHANEY.

Carpinussp.

Cercidiphyllumd.japnicumS.etZ.

PhusmiosuccedaneaRu.etCHEANEY.

Sophoramioj a，ρonica HuetTHUMB.

Magnoliad.obovataTHUMB.

めdrangea sp.

Dydrangeasp.

なお，モーレタラヅプ川を中心とするオホーツク海沿岸地域では，より下位層が発達し

ているものと考えられる。そこでは，基盤岩類を直接におおって，凝灰岩や凝灰質集塊岩

がみられる。その中には，プロピライト，熔結凝 E疋岩，紫蘇輝石安山岩，普通輝石安山岩，

球顎状:;(山岩などの火山岩礁がふくまれている。また，破璃質安山岩の熔岩が介在してい

る。そして，それらの上に，操岩層が不整合状の関係でのっている。その状態からみると，

この最下位の凝灰岩や凝灰質集塊岩は，タデカラウシナイ屑とは別の，より古い岩層の可

能性もあるが，明らかにすることができないので，地質図上では，いちおう，タデカラワ

キ/ナイ屑としてとり扱った。

また，オホーツク海沿岸地域では，次にのべる上半部が欠除しているようである。

この地層の上半部では，まえにのべたタチカラワ νナイ地区では全くみられない岩相が

発達している。すなわち，決黄色を呈する凝灰質角操岩および凝灰岩なと、の火山噴出物を
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多量にはさむ硬質頁岩層が卓越している。さらに上位にむかつては，凝灰岩，角疎凝灰岩，

集塊岩，安山岩熔岩流などをますます介在するようになり，ついに徳志別集塊岩で代表さ

れる，熔岩流lこ漸移している。

この堆積岩本日と火山噴出物類との互層部は約 300m の層厚をもっている c この地層の中

の堆積杷を代表する頁岩は，主として暗禄色を呈し，風化すると褐色ないし乳褐色となり，

層理の発達がわるく不明瞭である。しばしば粘板岩，珪岩および浮石の細礁を散点してい

る。また頁岩と火山岩類との接触部は，はなはだしく珪化をうけ，硬質の綿密な頁岩とな

写真 11 タチカラウシナイ層の異常堆積

写真 12 タチカラウシナイ屑の異常堆程
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っている。この現象は，徳志別川本流から逆川中流にかけて典型的に露出しており，よく

観察することができる。この頁岩中からは下記の海棲貝化石が産出する。

Portlandia(Megayoldi α) thraciaeformis(STOR.)

Portlandia(Megayoldi α) sp.

Yoldia(Yoldia)sp.

Yoldia(Orthoyoldia)sagittariaYOK.

Macomad.tοkyoensis MAK.

Buccinumsp.

頁岩の中にほ，またしばしば暗緑色~褐色を呈する厚さ 3m の凝ば質合様相粒砂岩が挟

在しているが，これは側方への連続性に之しく，むしろ異常乱堆積相をしめし，その状態

は，徳志別川本流の河床でよく観察することができるつこの砂岩の中には鑑定にたえる化

石は僅少であるが ， Conchocelebisecta(CONR.) , Macomasp., yoldiasp., 凡今αsp. ，

Tarrifellasp. などのほか ， i毎回貝化石の破片を多旦にふくんでいるつこの砂岩は顕微鏡

下で観察すると， 1.5mm以下の科長石片が多量にふくまれているほか，石英，角閃石，

輝石などが少量みられる。石賀のものは，ホルユノヘノレス，粘板岩，安山岩がみとめられるn

これらは，斜長石片をのぞけば一般に円培されている。

V.2.3 三線沢地区

この地区の中で，大[1 11 附;11 をのぞけば，この地闘の主底部は安山岩熔岩流からはじまり，

全体として，大量の火山噴出物を挟点していて，乱雑した堆積相をしめしている c この層

序は，徳志別川支流の三線沢入口附 ;11 から中流にかけて模式的に分布している。さらによ

り南方地域では，火山噴出物のみに移行する傾向をしめしているつ

すなわち，三線の沢においては， 基底より支山岩熔岩流 250m; 陪灰色中杭砂岩，凝灰

質合牒担壮砂岩 100m; 以山賀凝りく質頁岩・民， r))~ 色中細杭棟岩，晴氏色凝り〈質砂岩の互層

部，炭質物をわ )~fl: 80ill を宗主していて，その上位は膨大な友山岩質 jf] 税店および信宏流

lこ i斬移している。

この地層の凝氏質合 l深十日粒;砂宕からは ， Anadaraogawai, Spisulaezodensata, Dosinia

hα neharai mirabilis, Venerupissp. などの化石を産出する。

以上， 3 地区によって去現されるこの地同の側方への岩相変化を図化すれば， ~F} 3 図の

ようである。

オブンタノレマナイ沢中流に露出するこの地層は，タテカラワシナイ附 iii の上半部屑の岩
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{建走号IJ 地区 タサガフウシナイ 1管区 三線 ;R ~区

EE 集塊岩 Eヨ磁右砂岩 k，::::，~:;1 !疑)更岩 雇量買岩疋ぴ亜炭

第 3 図 タチカラウシナイ層の模式柱状図

中日に，ツホオナイ川中流に分布する岩相は，三線沢における堆積相にそれぞれよく似てい

る。

また，まえにのべたように堆積岩相と火山噴出岩類は同時異相の関係にあるが，後者の

岩石記載は項を改めて徳志別集塊岩としてのべることとする。

V.3 徳志別集塊岩

この集塊岩は，タチカラク νナイ層の中に挟在する集塊岩や熔岩‘および歌登山周辺一

帯と図幅の西南部地域に広く分布している集塊岩および集塊岩質熔岩を総括したものであ

る。より詳細な調査をおこない，産状や岩質をこまかく検討すれば，さらにいくつかの単

位に分類することも可能と考えられる。いろいろの岩質のものがあるが，全て安山岩質の

集塊岩を主体にしたものであることから，ここでは一括してとり扱った。

したがって，タチカラワ Vナイ層とは同時異相の関係になる部分も多い。しかし，全体

としてみると，この集塊岩の主体は，タチカラワ νナイ層の上位にあたるようである。さ

らに，一部は，鮮新世の堆積層とみられる志美宇丹属と互層しているのがみとめられる。つ

まり，この集塊岩は，上部中新世から一部は鮮新世にまでかけた時期の火山噴出物である ο

徳志別川下流部地域では，この集塊岩のなかに，多くの頁岩層が挟まれている。そして，

西方の歌登山周辺に広く発達している。これに対して南方では，タデカラク己ノナイ層の中

lこ何枚かの集塊岩が挟まれる形となり，その西方の山地に大量の分布をしめしている。

おもに普通輝石紫蘇輝石安山岩質の凝灰質集塊岩，集塊岩質熔岩からなり，とくに，南

部地域では凝灰質のものが多く，北部地域では熔岩が卓越している。

志美宇丹川上流や図幅の南西隅では，拡化作用の影響とみられる珪化，緑泥石化，炭酸

塩化あるいは絹雲母化などの変質がいちじるししかなり多量の黄鉄鉱が形成され，プロ
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ピライト様の岩質となっている。また，徳志別川と才ブンタノレマナイ川との合流点附J!l:に

ら多量の黄鉄鉱が鉱染しているのがみとめられる。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

構成鉱物は，斜長石，普通輝石，紫蘇輝石を主体とし，緑泥石，炭酸塩鉱物，石英，

不透明鉱物をともなっている。

場所によって，岩質はかなり変化がみられるが，鉱物組合わせはつねに一定している。

ただ，斑品の形や石基の構造がひじように変化している。斑品は，明瞭な白形をとるも

のから，破片状のものまでいろいろである。石基は，ハイアロピリティックなものや隠

微品質のもの，あるいはほとんどガラスから構成されるものなどがある。まれに，いち

じるしく凝灰質なものがあり，告石の破片を多くともなっている。

2 次的な変質もごくふつうにみられ，緑泥石化，曹長石化，炭酸塩化がいちじるしく，

石英が細脈状につらなるものも多い c ところによっては，絹雲母が多量に形成されてい

るものがある。

V.4 志美宇丹層

タチカラウシナイ層と志美宇丹層の不製合

(三和 II国城原図)タツナイ川ーオブシタ

この地層は，志完宇月一上徳志別盆状地一帯に:合布しているむ徳志別集塊岩との関係を

みると，一部は不整合ょうの状態をみせているが，下部層が厚く発達するところでは，漸

移の関係をみせている。ときには，集塊岩がこの地層の中に扶在することもある。

この地層の岩相は，一般に側方への変化がはげし l) が，大きくみると，凝同質砂岩を主

体とする地層であり，このほかの岩相の組合わせによって，上下に 2 分される。

V.4.1 下部層

この地層は，徳志別

集塊岩の分布に並列し

て分布している。

最下部は，基底瞭岩

ょうの火山円棟岩より

はじまり，徳志別集塊

岩を不整合におおうよ

うであるつこの関係は

オブンタノレマナイ川一

徳志別川合流附近，ニ
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ノレマナイ川合流附近において，もっとも良く観察できる。すなわち，徳志別集塊岩の安山

岩質集塊岩，または凝灰質角操岩の上に人頭大の安山岩の円磨礁を主体とする基底礁が発

達し，中に下位層の石炭と考えられる炭片礁をふくみ，約 3m 内外の層厚をもっている。

しかし，オブンタノレマナイ川上流においては，このような不整合ょうの関係をみとめる

ことができず，むしろ，下位の徳志別集塊岩と互層し漸移整合的にシノレト岩が累量してい

ることが観察される。

写真 13 志美宇丹下部層の偽層

写真 14 志美宇丹下部層にみられる化石林
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この地層は約 60m の厚さを有し，主として，径lO mm~15mm の細礁を含有する青灰

色ないし，紫灰色の粗粒凝灰質砂岩からなる。細粒喋岩層，集塊岩質凝灰岩層，または凝

灰質頁岩層の薄層を扶在している。また，全体として浮石の散在が目立つこと，および，

オフングノレマナイにおいては，安山岩:溶岩流の扶在があることが注目される。

写真 15 志美宇丹下部回の露出

この地!?Jの上半部においては， しだいに偽屈の発達した県民色の;1'且壮凝氏質砂岩が卓越

する亡この砂岩は，新鮮な斜長石および、友山岩片を多量にふくんでいる c また，この地層

に似点しているシノレト岩は，百灰色の凝 i疋質のものが，そのほとんどをしめている。

この地層に合有されている化石は，主として， この凝らて質砂岩の中に見出される。

Glycymenissp.

Patino ρecten yessoensisOAY)

P.sp.p.

Chi αmys nil うIponica akazaraKUR.

c.sp.p.

Mercenariastimpsoni(GOULD)

Macomaoptil'aYaK.

Jl..facomasp.

Peronidealufea(WOOD)

Venericardiasp.

Clinocardiumsp.
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llJyacunei/ormis(BoHM)

均la sp.nov.

Conchocelabisecta(CON.)

Thraciaaf.hataiKAMADAnov.

Solensp.

Neptune α modestus KURODA

TurritellafortilirataSow.

Nα tica sp.

Balanussp.

Echinarachniussp.

また，まえにのべたオプシタノレマナイ川中流のキ/ノレト岩の中からは，つぎの化石を産出

する。

Portlandia(Megayoldia)thraciaeformis(STOR.)

Portlandiad.japonic α (J AY)

Yoldia(Katayoldia)macroshemaDoz.

Yoldia(Yoldia)sp.nov.

Jll.!acomasp.

J.l1acom αoρ tiva (YOK.)

V.4.2 上部層

この地層は，志美子.丹川下流周辺に模式的に分布している。凝灰質砂岩で代表され，層

厚は約 100m である。

下半部は，主として暗青灰色ないし，期色の凝灰質細粒砂岩からなり，塊状無居理で，

風化すると皿状または板状に是 IJ離する性質をもっている。また，場所によっては，木炭片

をふくみ，角質状の軽石粒の密集帯を介在している。この砂岩の中には，多量の団球がみ

られるが，その中にはほとんど化石がふくまれていない。

上半部にむかうにつれて，砂岩は暗灰色の凝灰質粗粒砂岩 lこ移行し，多量の海棲介イじ石を

ふくんでいる。ただし，個体数の多いのに反して種類はさほど多くはない。

Chlamysnip1 うonica akazaraKUR.

ft1ac01na 0ρtiva (YOK.)

Peronidealutea(WOOD)

Clinocardiumsp.
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Spisulasp.

Conchocelabisecta(CON.)

Solensp.

A1yacune グormis (BORM)

TurritellafortilirataSow.

NeptuneamodestusKUR.

NectonaticajanthostomaDESH.

写真 16 志美宇丹上部同の露出(扶在する凝灰質砂岩は鍵府となる)

V.5 オフン熔岩

この熔岩は，オブンタノレマナイ川中流に:分布している。本流沿いの露出では，志三宇丹

ノ/レ卜者

長T通完安山吉

。 10m

第 5 図 オフン熔岩と志美宇汀層との境界部(三和 II国域原図)
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写真 17 オフン熔岩

下部層との関係がみられるが，つぎのような特ちょうのある状態をしめしている。

すなわち，熔岩は，境界部では岩脈状の形をとり，浮石質凝灰岩と接している。そして

凝灰岩の中に角礁として入りこむもの

が多い。一方，この凝灰岩は，さらに

側方に分布している凝灰質頁岩や亜灰

層を不規則にとりこんでいる。その形

は，堆積岩が未凝[自の時期に噴出した

ことを想像させるに充分である。また

約 2km 上流では， より下位にあたる

と考えられる。志、美宇丹)昌に“焼け"

を与えて同質の岩脈が貫入しているの

がみられる。

このようなことから，この熔岩は，

志完宇汁下部)昌の堆積直後に噴出した

ものと考えられる。

岩質は， II吉灰褐色の脆弱な，いちじ

るしく破璃質の安山岩である。一部に

流理構造が発達しているが，かなり不

規則である。まだ，部分的に，黄鉄鉱に

よるとみられるヤケもみとめられる c

この岩石を顕微鏡下で観察すると，つぎのとおりである。

斑品は，ほとんど斜長石で，ほかには，ごく少量の紫蘇輝石がふくまれるにすぎない Q

斜長石は， 1.0mm......，2.0mm の明瞭な白形結品をとるもので，いちじるしいアルバイト

双品をしめず。累帯構造も一般に発達している。紫蘇輝石は，ほとんどが破片状の形を

とっており，まれに，斜長石にとりこまれるものもある。

石基は，大半がガラス質のもので，ごくわずかの細い短冊状の斜長石をふくんでいる。

ひじようにガラスの多いことが特ちょう的である。この岩石には，緑泥石化や炭酸塩化

のよわい変質作用もみとめられる。

V.6 ベンケ層

この地層は，図幅の北西隅の辺毛内地域一帯に分布している。乙の附近の標高 200m 以

下の丘陵性台地を構成しており，周辺では，安山岩熔岩でおおわれている。
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この地問は，志)ミ宇丹と部!国から漸移しているもので， この問中困地域における新第三紀

J~lの最上位の地層であるつ

主として，細粒棟岩および机粒砂岩からなり，凝IX岩やi尼!日を快白しているぐ全体とし

て， 100m 以との厚さをもち，下、ド部では氏色ないし忠灰色の粗杭砂岩が卓越し，即死色

の;JE岩を頻繁に挟み，両者が 30cm-10cm の互居となる郎分も:多いηi尼岩は， しばしば

1m-2m の木炭片を多苫にふく λ でいることもあり，まだ砂{'fの中には.まれに海出介化

石を産出するつ

上、I': 部は，前日~中京{rJ諜宕が主体となり ， Macomatokyoensis を特ちょう的にふくんでいる。

礁は，円磨皮がひじように高く，粘 JI~ 岩，詰岩を主とし，ときに人頭大の安山岩礁をふ

くんでいる三ともある。一般に，棟計，砂、???とも，志 )tY 1'} 屑と比較すれば，やや判しよ

うで軌質なものである。

V.7 歌立山熔岩

この1' ft 岩:ま，歌奇 dJ ，徳志別附 j♀およびニタツナイ川上流一市に分イ Ij しているとタナカ

ラウ Lノナイ IIも徳志別案i:~~岩，三万子 :n 層およびペンケ!日をおおってなだらかな ILr 地を構

成しているづまた，同 I~話の南西 l誌にも同質の慨岩が分布しているゥ

岩質は，典型的な普通輝石紫蘇輝仔友 til 岩で，肉 m~ で♀?長石茸 tlVl がいちじるしく目立つ

ものでおるっ一般に流理樟造が発達しており，流用.而はほとんど水平であるご岩石は新鮮

で，変質はほとんどみとめられない c

この岩手 iを顕微鈍下で観察すれば，つぎのとおりである

llT:， HI は， j:、J長石，紫蘇輝石および普通輝石である r 斜長石は， 1. 5mmxO.8mm ぐら

いの大きさで， アノレノミイト双品の目立つものである。 0.3mm 以下の破片状のものも多

い?ごく一部に，出い曹長石化をうけたものがある。紫蘇蹄石は，長柱状の白形をとる

ものが多く，普通輝石は，ほとんど他形である。この輝石類は，割目にそって緑泥石に

かわるものが多い。

石&は， 0.1mmxO.03mm ぐらいの短冊状の斜長石の多いハイアロピリティック組

織をしめしている。不透明鉱物も相当多い。石基 t!1 には，有色鉱物がほとんどみられな

いが，続泥 1~i が多いことからみて，輝石が変質したものもあると考えられる。

V.S 辺毛内熔岩

この熔忠は， 1'6 \1隔の北西部のぺンケナイ川の北方に分布している。徳志別集塊岩やペシ

ケFi をおおっており，歌登山 11平岩とほぼ同時期の噴出とみられる。
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露出が悪いので，熔岩流を直接観察することはほとんどできないがp 転石の状態からみ

るとつぎのようである。

岩質は，ほとんど、歌登山熔;官と同じ普通輝石紫蘇輝石交山岩である。ただ，火山岩浮状

の淡灰色の岩石が多く，またひじように珪質なものもみとめられる。このことから，志完

宇庁川上流に広く分布する鉱化，貯との関係が注目されるが，明らかではない。

VI 第四紀層 J子よび、何時期火山噴出物

この閃!隔地域には， JJ; I.t) 砧[出にわたって第四紀層が発達している c オホーツク海に而す

る地域や志完宇丹盆状地の周辺などには，広い台地をつくって段丘 j~:. 積物が分布しているっ

この段丘堆積物は，大きく，第 1 段丘堆積物と第 2 段丘堆積物とにわけられる。また，志、

た宇月盆状地を流れる徳志、 31J川やオフユノタ jレマナイ川沿岸をはじめ，主安河川ぞいには，

河岸段丘が形成されて ρるつさらに，各所に大量の崖錐堆積物が形成されているのもこの

地域の特ちょうである 3

第四紀における火山噴出物としては， I'~fl 戎子府熔岩があげられるつ

VI.1 音威子府熔岩

この依岩は，辺毛内地区とオブンタノレマナイ川上流に，それぞれ，火山円頂圧状の小さ

な独fどした r[rを構成して発達しているこl このような形態の熔岩ほ，西に隣接する (f威子府

閃幅にも多くみられるようである。

すべて，解析!交が低く，ほぼ円錐形のJ~を残していることから，第四紀の形成と考えら

れるコ

岩質は， IIi}'褐色ないし!自民色の角閃石安山岩であるつ新第三紀の火山岩類とくらべて，

かなり違った岩相をもっているつこの岩石を顕微鈍 Fで観察すれば，つぎのとおりであるつ

政i 品は，斜長石と角閃石で，有色鉱物はひじように少なし、。斜長石は， l. Omm~2.0

mm ぐらいの大きさのもので，累，fi;2構造が目立っている。成分は， An35 ぐらいであるつ

ffJ閃石は， 1. 5mmxO.5mm ぐらいの長柱状のものが多く， X: 緑褐色， Y: 鼓褐色， z:
補色の多色性をしめしている。

li 基は，ほとんどがガラスからなり，ひじように微細な鉱物が散在している c

VI.2 第 1 段丘土佐積物

この段 fi)ff~積物は，志五宇丹盆状地やオホーツク海沿岸の内陸側に発達している。この
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堆積物は，ほぼ標高 120 m~180 m の問にゆるやかな平J\J. j可をつくっているが， そのwitま

相当に解析されており，起伏が多い r 、'r4Hほど高山Cにあり， it.志別川河口あるいはぺンケ

ナイ川下流にむかつて低くなっているコ

このtit積物は，主として棟，粘土，砂からできている 棟は， *llil!i岩，砂宕，ホルンヘ

ルス，チャート， iijl色岩など主権岩類の疎が主体となっており，ほとんと、~;SH巨大の大きさ

のものである粘土も相当に多く，凝りく質の部分もみられる〉

VI.3 第 2 段lif(r:積物

第 2 段丘Jig積物は，オホーツク J告に 1Mする地域に， 海岸線にそって約 4km}セタ[、の Ip討を

もって分布している この段丘堆積物は，乙忠部ljJ"街より出方では，上・中・ドの 3 つの

I\f:積!同が識別されるヘしかし，北部地域では， 2 つのIII'積層がほ別されるのみである

上段:標高 20m~80m ていどの間に発達しているが，中位同が分布するところでは，

標高 40m~80m となっている、この地，I ~-)'i は，砂. I操・粘土から構成されており，また， ，111、

位として多ほの石見をふくんでいるへ礁は，こぶし大のものが多く，人頭大のものもかな

りみとめられる 牒の岩質は，ぷ色チャ -I"' ，ホノレ〉ヘルス，花向宕，凝Ij~岩，および，

支rLI岩などがみられるが，なかでも支rJ r岩礁が最も多いっこの地1pjの上部には，地色ある

いは，灰色の疎まじりの粘 I:hせが!手く発達している

中 段:これは，標高 20 m~35 m ていどのところに分布しているが，乙忠部品;治から

i討の地域にしか明らかでないへ構成物は，砂・傑・布Ii{~.であるが，とくに，はんれい忠質

写真 18 第 2 段丘 l出(下段)，遠景は上段と第 1 段丘而
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岩の人頭大ぐらいの礁を多くふくんでいることが特ちょうである c キlid:は褐色をていし，

石見杭を多泣にふくんでいる c

写真 19 第 2 段正面(下段)，遠景は中段

下段:これは，標高 5m から 15m ていと、の平上flll1iをつくり，海岸にそっては，主盤

岩知;のうえに直接のっているのが観察される c 砂陪と棟同のきれいな互崩をしめし，一部

ではその上に粘土隔がみとめられるごこの下位同は，あるいは，上状回の水両下でのさく

制作用によって形成されだものとも考えられるご

うえに説明した第 2 段 rr.Jif~積物によって形成された平よ【[而，つまり，第 2 段丘両では，

jよく農耕地として，利用されているごしかし，この地刊;は，いわゆる天北の重粘土地域の

中心ともいえる地域で，きわめて不良な土質である亡すなわち， 1) 腐植:-[二の発達の悪いこ

と(!O em 内外) ;2) 一般に粘山立が太で透水性が悪く，そのため窪地状部はかなり湿地

化しているつまた乾燥すると Ii;}!.]七部を生じたりすること; 3) ひじように強酸性であるこ

と (pH=4.25-4.95) などがあげられるヶこのような，いわゆる重粘土の形成がと、のよう

にしておこなわれたかは，まだ明らかでない c しかし，その成因の重安な閃子として，少

なくとも， I:]:i寸の性質と気扶条件の 2 つをあげることができょう c

問:¥j'について二与えられることには，つぎのような点があげられる c

この地域の粘土)甫の中には，粘土:化しながら残されている凝氏岩あるいは凝氏質頁岩な

どがかなり多く観察されるむこのような事実は，これら段丘Jit積層の堆積物供給の源を，

かつてこの地域を広くおおっていたと考えられる，火山砕屑物に富む新第三紀層に求める

ことが liT能である。つまり，火山'1"1:堆積岩がこわされてふたたび堆積し，粘土イじすること
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によって，火tlll，J~目先によく似た↑II: t1を示めすようになるということが巧・えられる〉

VI.4 河岸段丘土佐積物

この地域の各河川の沿岸にそって， i叩 i':段丘:lw.積物が発達している。とくに，徳志別川

中流のJ:徳志別附 ;Ii， および志 j'::'Y庁JllからオプンタノレマナイJllにかけての地域に広く発

達しているつ

現河床面から 6m-12m ぐらいの比高をもっi討を構成しており，ところによ勺ては比高

が 6m， gm, 12m，の 3 段に明瞭にわかれている。ところがあるついずれも，上流地域

に分布している各種岩石の円陳を主体とし，砂や粘土をふくんでいる。この堆積物の厚さ

は 4m+ であるつ

VI.5 崖錐堆積物

この凶幅地域に分布している火山岩類の周辺には， )手 L)崖錐堆横物が発達している ο と

くに，図幅の北部地域においてはその傾向がいちじるしいっほとんど，背後の山地から供

給された礁と粘土からできているコ礁の多いところや粘土の多いところなどまちまちであ

る。また，礁の大きさもいろいろで，任 1m ほと、の岩i鬼が多数散Jえするところもある。

VI.6 沖積層

この地域の沖積層は，徳志別川，ブーレップ川，および古標川!などの主要河川にそって

発達している河床牒や氾濫原堆物などのほか，才ホーツク海の海岸にみられる海浜 tH~ 積物

であるつこの地域の海岸では，北方ほど砂浜が)よく，乙忠部から南万では，段丘面が海岸

線までせまり，海洋平地はまったくない。

VII 地史 J子よび地質構造

この凶幅地域における地域構造の発達史をちえるとき，基盤の構造発達に関することと，

新第三紀以降の地史についての 2 つの大きな問題があげられるつつぎにこれらについて，

大まかにのべることにするコ

基盤の構造:この地域の主盤は，免 I: 別地域とならんで，北部日高;l1 fにおける火成活動

の中心地の 1 つとなっている。これほ，広 V) 地域にホノレシヘルスが形成され，一部 lこはト

一ナノレ質岩といったミグマタイト様のものまで発達する変成域のなかに，店主性から酸性
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にいたる，いろいろの近入岩類が形成された，大きな構造~)cl.)己の成立をぷl床している

このホノレシヘノレスの中に発達している近入岩類を通覧すると，それぞれが造った構造的

特ちょうをもっていることがあげられるこすなわち，変輝総岩はホノレユ/へノレスとほぼ整合

的な岩脈状の岩体となっており，初!引のはんれい岩類は塊状では，あるがホノレシへ/レスと

ほぼ同じ方向にのびた岩休となっているむ後期のはんれい岩になると， NE-SE 方向にの

びた岩体を形成しており，ホノレユノへノレスの構造と不調和な形となっている〔花嗣岩もまた，

南方方向にのびた岩休で，ホノレシヘノレスの構造と斜交している。

以 kの各岩類の構造的特ちょうは，奥 L別地域にお l)て導きだされるものとよく一致し

ているっそしてまた， Ll高叩;全体を通じてみた場合にも， 1 つの共通した火成活動の系列

としてながめることができる亡それによれば，つぎのような活動の順序が号えられる c

輝緑岩ー→(変輝緑岩)

初期はんれい岩ー→ 後期はんれい岩ー→ 花崩岩

/かんらん石はんれい岩、 /ノーライト ¥

l 両輝石はんれい岩 i \角閃石はんれい岩/

Lハイパライト ! (閃緑質はんれい岩)

ホルンヘルスー→ トーナル質岩

(黒雲母ホルンヘルス) (革青石ホルンヘルス)

上にしめした活動過程は，日高'貯の造山期から造山後期にかけたものとみられている。

これ以前には，いわゆる地向斜期の火成活動として，輝紙凝灰岩類があげられるが，この

地域ではみとめられない。つまり，この図幅地域の基盤岩類は，日高帯の中軸部として，

日高変成帯の浮ヒりに対応しながら発達したものと号えられる。

輝総岩の近入はひき続く深成作用の先駆的な活動と解釈される。すなわち，ホノレシへ/レ

ス(黒雲母ホルシヘノレス)やかんらん石はんれい岩， [可輝石はんれい岩などが，輝総岩脈

の構造と同調して形成さたていることが，そのことをぷl成している。

これらと，後期はんれい岩つまりノーライド角閃石はんれい岩，閃紙質はんれい岩な

どの形成との問lこは，確然とした構造的不連続の関係がある c このことは，奥士別地域に

おいてもっとも明瞭にしめされているが，構造上だけではなく，火成岩の中に多量の黒主

ほや石見が形成され，またその形成過程の中には交代的要素が重要な役割をもっといった，

活動の質的な相違もいちじるしい。

花i品岩の形成は，さらに後の単位とされるぐとくに，フーレザプJllの花尚岩と乙忠、部北

方のものとは，相当巡った岩質をもっており，同時の活動とは考えにくい。

このような活動の系列は，それぞれの形成過程にしめされる l汗和!な特ちょうがt1111:1\ され
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たとき，はじめて明瞭な形で組ぐ乙てられるであろう

新第三紀以降の地史:この悶幅-地域における新第三紀以r;;fの地史を:与えるに当って，ま

ず地層の対比をおこなわなければならない c この地域に発達している新第三紀!首は，令屈

を通じて海棲化石をふくみ，多くの貝化イJを産出する(これら岩相のW· 草月係lこ ~r生物学

的資料を加え，ほかの地域との問の対比を検当することとする c

タチカラウシナイ Ji"'lの貝化庁は，砂岩や牒岩などのネJl粒堆積物の中に多く合まれ， Glyり!-

melisvestitoides, A附dara ogawai, Spisu!aezodensata, Pitarokadc.na, Dosiniakanehertii

mirabilis などを特ちょうとするとこれらの化行は，個体類がひじように多いのにもかかわ

らず，種類が全く少ないのが特色であり， とくに Pitar 0初dα na ， Spisulaezodensata,

Glycymerisvestitoides は，化石数の大半を r1i めている

この化石動物群の内容は，魚住情によれば，いわゆる“厚内 ~Ihf:' 下動物群"によく似て

いるといわれている。すなわち，これらの特ちょう種は，すべて，情萌地方の， ill:' 下!乱夕

張地方の葉山疎岩層，却 II路地方の厚内!詩群の礁岩や砂岩の中の化石群集において見出され

る c したがって，タチカラウ Vナイ同は，稚内階の砂牒岩相の地問に対比されることは，

疑問をはさむ余地がなく，その地質時代は，中新世後期と考えられる c

一方，志完宇丹層には，全!吾にわたって海楼貝化石が散在するが，とくに下、 I~部に豊富

に見出されるコこの化石群集も，個体数の多い割合に種類の少ないことが特色である。

この群集の中，もっとも豊富にみられるものは ， Pectinidae であり，ほとんどこれだけで，

約 30cm~50cm の化石帯を形成しているところもある c なかでも ， Patinopectenyesso ・

ensis がもっとも多い。また，シノレト岩の中には，滝川階の代表化石 Yoldia (Katayoldi α)

macroshema が普遍的に見出される。

この化石群集の要素および稚内階のタナカラウキ/ナイ同との同位関係を考察すると，い

わゆる北海道における滝川階に属する地層のそれに類似している c すなわち，一般には，

Forti μcten tak αhashii の共存化石で特ちょうづけられる地同群一一滝川区 1$国の深川尉群，

本別凶幅の十勝層群，あるいは雄別悶幅の阿寒層群に対比され，前期鮮新世をしめしてい

ると，考えられるつ

以上の対比をもとにして，この地域における新第三紀以降の地史をみるとつぎのように

なるじ

日高層群の堆積後，いちじるしい造構運動に引続き，はげしい削長 IJ をうけていたこの地

域は，中新世後期になってはじめて堆積盆地へと遷移した。この図幅地域内において，基

盤岩煩は，この時代にも上昇の傾向にあったようで，新第三紀の堆積物は，その酉費に分
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布し，浅海域一一淡水域をくりかえしながら績成したようである。乙れと時を同じくして，

この図幅内の北部および南西部においては，安山岩をはげしく噴出する海底火山活動があ

り，堆積相と火山噴出物は，錯交した地層を形成したっしたがって，所によっては徳志別

集塊岩で代表される火山岩類だけから，あるところでは，粗粒の堆積層をしめす海成1\雪か

ら構成されており，ときに 5， 6 枚の炭層の成層をもたらしているつ

この事実は，新第三紀後期になって，火山活動とこれにともなう沈降があり，あまりい

ちじるしくなく，断続的にjW積盆地が形成されていったことを物語っていると

志)~宇丹属の堆積時においては，東部は基盤岩類の地塊lこ，南西および北部はタナカラ

ワシナイ層堆積時の火山活動の魔物である安山岩の地塊に境され，志、支宇丹市街を中心と

する北西にひらいた半円状の堆積盆地が形成されたコさらに，この周辺部は引続き上昇の

気運にあり，堆積物は，北西部に向って逐次新期のものが堆積している。また，そのj在積

相からみると，浅海域から汽水域へ，また浅海域へと何回となくくりかえしつつ堆積され

ている。

新第三紀を通じてj主目されることは，初期より上昇の気運にあった地域は，全時代を通

じて緩急の差こそあれ，同一傾向をもっていたことである。また，この図幅地域の北部お

よび南西部に中心をもっ海底火山活動は，逐次その勢力が衰えたとはいえ新第三紀末まで

続いた徴候がみられる。一方，この図幅地域を通じて，はげしい摺曲および断裂運動は，

ほとんどみとめることができない。このことは，この地域が，新第三紀以降，比較的緩慢

な造盆構造と火山活動の消長の地史をたどったといわれるゆえんである。

第四紀になっての特ちょう的なことは，第 1 段丘堆積物の形成である。そして，その時

期から，ほとんど現在にいたるまで，南方ほど上昇量が多いといった事実があげられる ο

志美宇丹盆状地の存在は，その間において河川の争奪の原因となっている。

VIII 応用地質

この図l福地域には，今まで，開発された鉱山や優勢な鉱床の存在は知られていない。金

属鉱床としては，徳志別川中流の大IIIl にある硫化鉱物をともなったマンガン鉱床が，唯一

のものである。そのほかには，乙忠部附j庄の硫化鉄鉱，志、美宇丹川上流の徳志別集i鬼岩の

中にみられる鉱化帯，およびタチカラク己/ナイ属の中 l乙挟在する亜炭などの鉱徴があげら

れるが，いずれも鉱床としてとり扱えるほどのものではない。
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VIlLI マンガン

この鉱床は，志、〉ミ宇丹市街より約 6km 東南方の上徳志別にあって，標高 453.3 m の三

角点の北西方の，通称大曲の北側に位置する。小頓別駅から志夫宇丹市街地まではパスの

便があるが， ここまでほ徒歩による外はない。沢の入口まで約 8km の問は道路が完備し

ている。この鉱床開発の沿革は明らかでないが，昭和 8 年頃から鉱医の設定が行なわれ，

昭和 15 年頃マンガン鉱の試掘が行わなれたらしいっその後は試掘も行なわれず，わずかに

再度の露頭、探鉱調査が， 2, 3 年にわたり行・なわれたといわれる。

..黒雲母ホルンフ工)レヌ

陣頭車青石・黒雲母ホ)レシフェ jレス

Eヨ周上岩石の走向・傾斜

BJ 鉱イヒ栴

5記鉱体

Eヨ服肝栴

。」ー旦~OOm

第 6 図 大曲附近マンガン鉱床踏査図

地質や鉱床の一般的な調査については，いくつかの報告が知られている。

地質:鉱床附近の地質は，日高層群の粘板岩が若干変成された変粘板岩が主体であっ

て，珪岩あるいは輝緑岩質岩をともなっている。鉱床の西側では，新第三紀のタナカラク

νナイ層が分布しているが，鉱床とは無関係のようである。

変粘板岩は，鉱床以東で変成度が高くなり，黒雲母ホノレシへノレスや主青石，黒雲母ホノレ

シヘノレスとなって広く分布している。その走向は， N20つ --30つ E で，急傾斜の摺曲構造を

しめしている。

鉱 床:ホノレシへノレスは，鉱体附近で片状の柘楠石・黒雲母・石英岩となり，鉱体に接

する附jiiでは， ~0Jh尼石化および絹雲母化し，鉱体の一部では，絹雲母・緑泥石・石英岩と

呼ばれるような岩質に変っている。

鉱化;1皆の正確な追跡はできなかったが，各支流に露出している鉱化帯の状態から，区lのよ
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うに幅 150m ていどで， N70C

W方向に分布していると推定さ

れる。その鉱化帯の中には，絹

雲母・紙泥石・石英岩が，やや

南北に並んで雁行状に配列し

て，鉱体を J~ づくっている c 鉱

石品位の高い鉱体は， 2 番目の

沢にあって， 2, 3 の坑道が掘ら

れ，やや鉱体の性質を知ること

ができる c このうち，上流に位

置する鉱床の例を図示した。

鉱石・鉱物:鉱体は，大きな 第 7 図マンガン鉱床露頭区l

もので長夜 10m 短箆 3m 位のレンズ状をなし，延びの方向は N75
C
W，傾斜は 40° NE 内

外，鉱体の落しは N 15ー W, 40ー NW ，すなわち北西落しである。

鉱体の大部分は，珪マシガシ鉱からなり，一部に炭酸マンガユ/鉱を伴っている。さらに

鉱体の周辺部に硫化鉱物の濃集部がみとめられる c 珪マシガシ鉱は，パラ輝石であって，

炭酸マンガン鉱は，菱マシガシ鉱と推定される。その外，粒状の鉱物で，パラ輝石に似て

いながら(一 )2V=51-75° ， CZ=14-25° の性質をもつものがあるが，鉱物名は不明であ

る c 硫化鉱物の濃集部は，主主マシガン鉱に接して存在しており，大部分は，磁硫鉄鉱であ

って，黄銅鉱をしばしば包含し，このタト，硫枇鉄鉱，閃亜鉛鉱がみられる。硫化鉱物の浪

集部にふくまれる脈石鉱物は，石英・柘植石・緑泥石などである c パラ輝石は (+)2V=60
/¥

_76° , CZ=200-35° の性質をもち，濃集部では， lmm 内外の粗粒な半白7~結l誌の集合

となり，菱マンガシ鉱で網状lこ貰ぬかれていることがある。また， £1質になると，微細村.

の石英と 0.5mm 内外の半白形パラ輝石との集合となる。

磁硫鉄鉱は，黄銅鉱とともに班マシガン鉱の珪質部で石英粒問をうめて散点することも

あるが，硫化鉱物の濃集部では， 0.5mm 前後の他形または粒状の集合をなし，ときに 0.1

mm の杭状をとる，大型の結品には，典型的な摺曲葉片状構造がみとめられる。硫枇鉄鉱

は，主にパラ輝石と硫化鉱物が接する部分に単結晶となって散点し，粒度は 0.5mm 前後で

あるが，任 5mm に達するものもあり，臼形~半白形の克II古をなす。また，硫枇鉄鉱は，

粒状のパラ輝石や柘楠石などを包含していることがある。閃亜鉛鉱は，径 0.5mm-lmm

のもので，他形あるいは粒状の集合をなすことがあるが，一一部は破片となって散点してい
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る黄制鋭;が存在している「鉱石では， t可亜鉛鉱の中に黄~ll~~;j.ょが不J~L HiJ な)8-で~M\il首状構造を

しめしている。黄銅鉱は，花 0.2 mm-0.5mm の大きさのもので単独に日酸塩鉱物の問

を埋るか，あるいは磁硫鉄鉱の中に粒状あるいは r='l形結 Jill をなして存イ l: している c 鉱石品

位の例については， Ni:0.008%, Co:0.1629~ ， Cu:1.26%, Pb: 痕跡， Zn:1.09;?;;"

Fe:13.12;?;;', s:12.66;?~ ， Mn:4.32;?~ の報告(松村・沢， 1957) がある小

VIII.2 硫化鉄鉱

乙忠部附近の変輝総岩あるいは H岩の中には，硫化鉄鉱の浪集した部分が多く， -A !j探

鉱されたことがあるの

乙JS 部川流域の地質は，変輝乱 J~岩と黒 2ミ l手ホノレンへノレスおよびトーナノレ質岩からなる。

ここには， トーナ jレ質岩を中核とした N lOG-20ー W 方向の背斜・向斜のくりかえしが見

られる c 硫化鉄鉱の濃集部は，黒実母ホノレンへノレスと，変輝緑岩あるいはトーナノレ質岩と

のl;~ 界附近に，点々としてみとめられる c そこには，黄鉄鉱もみられるが，多くは白鉄鉱

の鉱染状のものとなっている。

これらの濃集部は，摺 Ill! 淫動のために，堆積岩の中にあった硫イじ鉄鉱成分が，二次的に

移動濃集したものであるが，規模は小さく，今のところ，鉱山として，あまり注目される

規模のものではない。
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Resume

ThequadrangleoftheOttyi.ibesheetmapissituatedinthenorthern

partofCentra!Hokkaido, exdendingbetween44ー40'to44ー50'N. lat.,

andbetween142ー30'to142ー45'E.long.. Thisareacorrespondsnorthｭ

ernextremeregionoftheHidakatectoniczone, whichconstitutethe

axialzoneofHokkaido.

Thisdistrictisdividedintothefollowingthreetopographicalarea:

coastalterracearea, ~anging from5mto80minhigh, abasin, developed

inthecentreofthisquadrangle, andsmoothlyundulatingmountainous

area, whichstilldividedintothebasementareaandthevolcanicarea.

Geology

Thegeologicalformationwhichdovelopinthisquadrangle are,

accordingtotheirorderofsuccession, Basementgroup, NeogeneTertiary

group, andQuaternarygroup.

TheBasementgroup, acomplexofthelowgraidmetamorphicrocks

andvariousintrusive rocks, isdistributedsautheasternpartofthis

area. Mostmetamorphicrocksarehornfelswhichconsistofbiotile

hornfels, cordierite biotite hornfels and muscovitebiotilehornfels.

OthermetamorphicrocksareMeta-diabaseandtona1iticrock. The
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originalrockoftheformerisconcordantdykeswarmof , scattered

locallyinthisbasementarea,thefine-coarsediabase. Thetonaliticrock

ishighgraidmetamorphicrock, so-calledpetroblast, bymigmatization

Inasense.

Intrusiverocksofthisareaareconcomitantintrusionofthefolding

andmetamorphinsmofthebasement, perhapstheintrusivesoflate

CretaceoustoearlyTertiary. Inasmuchasthisareaisacenterof

theplutonicactivitiesofnorthHokkaid6 , theintrusivesfrombasicto

acidicarealsodiscernable.

Gabbroofthisareaareoftwotypewhichintrusesratherconcorｭ

dantlyintheformofaelongatedmass, anddicordantother. Thedisｭ

cordantmassiscomposedofolivinegabbrofacies , hornblendegabbro

faciesanddioriticfacies. Thedioriticfaciesisconsideredtobeformed

byaremarkableintroductionofgraniticmaterialsintothegabbroic

hostinwhich , besideshyperstheneandbasicplagioclase, greenhornｭ

blende, biotileandquartzscatteredthroughtherocks. Theconcordant

one, pyroxenegabbro, consistsofbasicplagioclaseandmonoclinicpyrｭ

oxene, andpartIyaIteratedbythemetasomatice百ects.

Graniteisrathercoarse-grainedbiotitegranitewithabundantquartz

andkali-feldsparand!essamountofbiotiteandtourmaline. Asits

formisoutofkeepingwhithgabbromassesthisrockisconsidered

tobeamongstlatestformedplutonicrocksofthisarea.

TheNeogeneTertiarygroup which unconformablycovers the

basementgrouparedivided , accordingtoitslithologicalfeaturesand

locationintofollowingas:

Pleiocene

PenkenaiI

Utanoboriyamalava

Penkeformation

Ofunlava

Miocene

Miocene--Pleiocene Tokushibetsuagglomerate

(Tachikaraushinaiformation

tOfuntarumanaiformation

TheOfuntarumanaiformation , thelowermostoftheNeogenein
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thisarea, mainlyconsistsofgreentu 百 This formationexposingin

thesouthwesterncornerofthis sheet , restsonthebasementgroup

withunconformity. TheTachikaraushinaiformationwhichwidely

distributed along out-side of the basement area unconformably is

composedofconglomeraticbeds, sandstonerichbedsandtufaceous

beds, and intercalate abundant in andesitic agglomerate or lava.

Espetiary, inthenorthernpartandsouthernpartofthisformation

areavariousvolcanicrocksandpyroclasticsedimentsarepredominant,

andeachrelationsaregradualoneanother. TheTokushibetsuagｭ

glomeratewhichisdatedextrusionofupperMiocenetolowerPleiocene,

mainlyconsistsoftheseveralaugitehyperstheneandesiticagglomerate

andlavawiththinlensesoftheshalybed.

TheShibiutan formation , itispossibleto di 百erentiate a lower

tu 百aceous mudstonebedfromtheuppersandstone bed, isforming

basinstructure, foritslopedabout15degreetowardthecenterofthis

formationarea. Inthisformationtherearefound many marine

fossiles , however, itskindisnotsoabundantasnumberofthefossiles.

TheOfun lava, characterizedbytheveryglassyhyperstheneandesite

lava, is considered toextrudedthrough the sedimentation of the

Shibiutanformation. ThePenkeformationconcordantlycoversthe

upperbedsoftheShibiutanformation , mainlyconsistsofthemediumｭ

grainedgraymassivesandstone. Therelation betweenboth isno

distinct.

TheUtanoborilavaandthePenkenai lava, eithertypicalaugite

hyperstheneandesite, isproductinthelatestNeogene.

TheQuaternarygroupcontainsOtoifujilava, terracedeposits, talus

depositsandalluvialdeposits.

TheOtoifuji lava, maybeeruptedin pleistocene, havethelithic

characteristics of hornblende andesite. The terrace deposits are

coveredloose sand, gravelandclayonhillylandunder200m. and

flattergroundalongtheriverside.

EconomicGeology

Inthisareatheoredepositisonlyonemangandepositwithiron

sulphideore, so-calledTokushibetsu mine, whichdevelopinthelow
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graidhornfelsofthebasementgroup. Theore body, consisting

mainlyrhodoniteandfewlypyrrhotiteand alsenopyrite, havesome

lenticularforminsmallscale.
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